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１．はじめに  

 日暮里駅は，常磐線，山手線，京浜東北線が乗り

入れ，更には京成電鉄や日暮里・舎人ライナーへの

乗換駅であり，1 日あたりの乗車人員が 10 万人のタ

ーミナル駅である．2004 年からコンコース，および

バリアフリー整備や人工地盤新設による店舗スペー

スの拡張を図る駅改良工事を行っており，その中で，

駅舎からの避難誘導路を整備する計画がある．避難

誘導路の構築にあたっては，施工範囲に過去の工事

で設けた仮設構台があったため，その深礎杭を再利

用し，柱から上部を新たに構築することとした．そ

の際，杭の再利用における柱・杭接合方法の検討，

杭体の健全性確認が必要となった． 
本稿では，既設深礎杭の再利用にあたり実施した

接合方法の検討，杭体の健全性確認，およびその施

工内容について報告する． 

２．既設仮設構台の概要 

図-1 に仮設構台の断面概要図を示す．仮設構台は

駅舎の人工地盤構築のために設けたもので，設計荷

重は 160t 吊トラッククレーンの重量が考慮されてい

る．また，基礎杭については，台地側の L1 通りは

BH 杭（杭径 750mm，杭長 10m），軌道側の L2 通り

は深礎杭（杭径 1250mm，杭長 3m）であり，杭先端

は N 値 26 の砂礫層まで根入れしている.深礎杭と柱

の接合にはアンカーフレームが用いられている． 

３．避難誘導路の柱・杭接合方法の検討 

避難誘導路は図-2 に示すように橋軸方向，橋軸直

角方向とも鋼ラーメン構造であり，駅舎の一部から

道路側に向けて人工地盤を延伸する構造としている．

基礎杭は既設の BH 杭，深礎杭を再利用することと

し，柱は 406.4mm×9.5mm（STK490）の鋼管を用い

ている．設計荷重は，完成時の自動車活荷重，およ

びメンテナンス時のクレーン荷重を考慮し，許容応

力度にて部材照査を実施している．また，既設深礎

杭は，仮設構台設計時のコンクリート圧縮強度が確

保されていることを前提として，照査では柱と同程

度の終局強度を有していることを確認している． 
避難誘導路の柱・杭の接合方法は，既設と同様の

アンカーフレーム構造とした．これは，既設アンカ

ーフレームの撤去が必要であること，およびソケッ

ト式の接合構造に比べて，コンクリートの撤去範囲

を少なくできるためである．図-3 に柱・杭接合部の

施工ステップを示す．はじめにコンクリートとアン

カーフレームを撤去し，既設主筋を切断後，機械式

継手により主筋を接続する．その後，帯筋及びアン

カーフレームを設置して，コンクリートを打設する． 

図-1 仮設構台の断面図 図-2 避難誘導路の断面図 
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コンクリートの撤去範囲は，根巻コンクリート天

端高さ，機械式継手の長さ，および主筋の定着長を

もとに設定した．根巻コンクリートの天端高さは施

工基面高さに合わせるように計画した．機械式継手

（長さ 270mm）は，主筋の定着範囲外に配置し，機

械式継手の下端までコンクリートを撤去するように

した．また，主筋は新たに接続するものの上端に板

状の定着体を設置して，必要定着長 270mm を確保し

た．これにより，フックの無い場合よりも定着長を

短くでき，フックを設ける場合よりもアンカーフレ

ーム設置時の施工性を向上させた． 

４．柱・杭接合部の施工と杭体の健全性確認 

施工は図-3 に示すステップにより実施した．当該

施工箇所は，営業線列車終了後の作業であるため，

作業時間の短縮のため，コアドリルによる削孔（図

-4）と人力によるはつりを併用して，杭体に損傷を

与えないよう撤去を行った．また，図-5 に示すよう

に狭隘なスペースにおいて，主筋，アンカーフレー

ムを設置した． 
既設深礎杭を再利用するにあたり，14 年前に施工

した仮設の杭体を本設として用いる場合の健全性確

認が必要となった．確認方法は, 撤去時に採取したコ

アの圧縮強度の確認，およびコンクリート表面の目

視確認とした．圧縮強度試験の結果は，平均値 34.2 
N/mm2 であり，設計基準強度 24N/mm2 以上であるこ

とを確認した．また，図-6 に示すように撤去後のコ

ンクリート表面を確認した結果，有害なクラックは

なく，既設深礎杭を再利用して問題ないと判断した． 
５．おわりに 

 本稿では，日暮里駅の避難誘導路の構築において，

既設深礎杭の再利用に向けて実施した内容について

報告した．既設杭の再利用は，工事費低減，環境負

荷低減につながるものであり，本稿が同様の条件下

における施工検討の参考になれば幸いである． 

STEP0（改良前） STEP1（既設コンクリート撤去） STEP2（既設主筋切断） 

STEP3（鉄筋組立） STEP4（ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ設置・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設） STEP5（新設柱建込・根巻ｺﾝ打設） 
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図-3 柱・杭接合部の施工ステップ 

図-6 杭頭部撤去時の健全性確認 図-5 アンカーフレーム設置 
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図-4 コアドリル削孔 

既設柱 H400 

既
設
深

礎
杭

3
ｍ
 

 VI-1036 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VI-1036


